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子』
V

寛

の

樋
口
一
葉
の
「
こ
の
子
』
は
、
明
治
二
九
年
一
月
一
日
付
発
行
の
「
日
本
乃
家

庭
」
第
弐
号
に
「
附
録
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
同
誌
の
発
行
兼
編
集
人
有
明
文

吉
が
、
明
治
二
八
年
二
一
月
九
日
付
で
「
只
今
は
欠
礼
仕
候
一
号
一
部
差
上
候
間

御
覧
被
下
度
御
願
申
上
候
貴
稿
は
二
十
二
日
中
に
出
来
申
す
様
願
上
候
尚
先
刻
も

申
上
候
通
御
文
章
は
可
成
平
易
に
御
認
被
下
度
願
上
候
」
と
い
う
葉
書
を
出
し
て

い
る
か
ら
、
起
稿
は
そ
れ
以
後
で
あ
ろ
う
。
筑
摩
書
房
版
「
樋
口
一
葉
全
集

第

二
巻
」
(
昭
叫
)
の
〔
補
注
〕
に
よ
る
と
、
「
わ
か
れ
道
」
結
末
部
の
未
定
稿
断
片

B
W
8
の
余
白
に
『
こ
の
子
』
の
未
定
稿
断
片
E
2
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

と
す
れ
ば
、
『
こ
の
子
』
は
、
明
治
二
八
年
一
二
月
二
四
日
以
前
に
脱
稿
L
が
『
わ

か
れ
道
」

の
制
作
の
末
期
に
、
そ
れ
と
並
行
的
に
執
筆
が
開
始
さ
れ
た
も
の
か
。

前
述
の
〔
補
注
〕
は
、
「
起
稿
は
「
わ
か
れ
道
」

の
脱
稿
直
後
」
と
推
定
し
て
い

る
が
、
時
間
的
に
や
や
窮
屈
で
あ
ろ
う
。
文
吉
は
、
同
年
同
月
一
九
日
付
で
も
「
小

説
の
題
名
も
御
決
定
に
相
成
り
居
り
候
は
ゾ
明
日
御
一
報
願
上
候
」
と
い
う
葉
書

を
出
し
て
い
る
か
ら
一
九
日
以
前
に
は
成
稿
し
て
い
ま
い
。
そ
し
て
、
「
小
説
も
」 室田

き

橋

本

威

の
「
も
」
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
文
吉
の
葉
書
は
、
恐
ら
く
〈
書
く
内
容
が
決
定

し
た
〉
旨
の
一
葉
の
通
知
に
対
す
る
返
信
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
こ
の
子
』

lま

一
二
月
一
九
日
以
前
に
構
想
が
成
り
、
起
稿
は
一
入
、
九
日
頃
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
「
二
十
二
日
中
に
」
に
多
少
遅
れ
た
と
し
て
も
、
『
こ
の
子
」
は
、
故

関
良
一
氏
が
「
晩
年
の
一
き
で
言
わ
れ
た
如
く
、
「
僅
々
数
日
間
に
成
っ
そ
」
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作
で
あ
る
。

「
こ
の
子
」
は
口
語
を
主
休
に
紹
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
も
言

わ
れ
て
い
る
。

O

一
葉
の
唯
一
の
口
語
休
の
作
品
(
小
原
元
「
樋
口
一
葉
の
生
涯
と
文
学
」
|
同

編
註
、
三
笠
文
庫
『
校
註

樋
口
一
葉
集
」
〈
昭
mm
〉
解
説

0

「
こ
の
子
』

で
は
口
語
休
を
と
っ
て
い
る
(
湯
地
孝
「
一
葉
作
品
の
総
合
鑑

賞
」
|
和
田
芳
恵
編
『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
第
三
巻

樋
口
一
葉
」
〈
昭
お
、
角
川
書

庖O

一
葉
に
は
た
だ
ひ
と
つ
言
文
一
致
す
な
わ
ち
口
語
休
の
小
説
が
あ
る
。
(
塩

田
良
平
「
写
真
作
家
伝
叢
書
9

樋
口
一
葉
」
〈
昭
“
、
明
治
書
院
〉

O

一
葉
が
書
い
た
た
っ
た
ひ
と
つ
の
言
文
一
致
休
小
説
(
前
田
愛
、
岩
波
文
庫



『
大
つ
ご
も
り
・
た
け
く
ら
べ

他
五
篇
」
〈
昭
臼
〉
解
説

J
E
a宇
治
、

宇
I

れ
品
U

一
人
物
が
語
る
形
式
の
『
こ
の
子
」

の
文
休
は
、
〈
口
述
休
〉
ま
た
は

〈
独
自
休
〉
と
で
も
言
う
べ
き
で
、
「
口
語
体
」
「
言
文
一
致
休
」
と
称
す
る
の
は

当
た
ら
な
い
。
第
三
者
の
語
る
文
休
を
試
み
て
い
る
未
定
稿
断
片
W
3
も、

ロ
述

休
で
あ
る
。
一
葉
が
こ
の
作
に
限
っ
て
こ
の
文
休
を
採
用
し
た
の
は
、
文
吉
の
「
御

文
章
は
可
成
平
易
に
」
の
要
請
を
受
け
入
れ
、
送
付
さ
れ
た
「
日
本
乃
家
庭
」
第

壱
号
を
参
照
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
未
定
稿
断
片
E
で
題
し
た
「
此
子
」
を
「
こ

の
子
」
に
改
め
む
か
も
、
同
じ
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
松
坂
俊
夫
氏
は
、
『
樋

口
一
葉
研
究
』
(
昭
品
、
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
)
に
、
「
題
名
も
無
雑
作
に
つ
け
ら

れ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
た
が
、
「
平
易
に
」
努
め
た
成
果
と
見
る
べ
き
で
は
な
い

カ通

恐
ら
く
は
制
作
期
間
の
短
さ
や
文
休
な
ど
か
ら
、
『
こ
の
子
』
を
評
し
て
、
故

関
氏
は
「
間
に
合
わ
せ
の
作
品
で
あ
る
。
」
(
前
出
論
文
)
、
藤
井
公
明
氏
は
「
気

軽
な
気
持
で
書
い
た
。
」
(
『
樋
口
一
葉
研
究
』
〈
昭
町
、
桜
楓
社
〉
)
、
松
坂
氏
は
「
晩

年
の
作
品
中
で
は
凡
作
で
あ
る
。
」
(
前
出
書
)
と
断
じ
ら
れ
た
。
確
か
に
『
こ
の

子
」
は
、
短
時
日
に
成
っ
た
作
品
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
、
短
時
日
に
執
筆
せ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
作
品
で
も
あ
っ
た
。
し
か
も
、
「
平
易
に
」
の
為
に
、
新
文
休

に
挑
戦
し
た
作
で
も
あ
る
。
価
値
の
低
さ
が
実
証
さ
れ
て
い
る
訳
で
も
な
い
。

「
小
説
の
こ
と
に
従
事
し
始
め
て
一
年
に
も
近
く
な
り
ぬ
」
に
始
ま
る
「
森
の

こ
の
終
末
部
に
、
次
の
通
り
に
記
し
た
一
葉
の
決
意
は
、
『
こ
の
子
』

し
た
草

の
執
筆
に
も
生
き
て
い
る
と
、
私
は
思
う
。

我
れ
筆
と
る
と
い
ふ
名
あ
る
上
は
い
か
で
大
方
の
よ
の
人
の
ご
と
一
た
び

読
ミ
さ
れ
ば
屑
龍
に
投
げ
い
ら
る
』
も
の
ハ
得
か
く
ま
じ
人
情
浮
薄
に
て
今

日
喜
こ
ば
る
』
も
の
明
日
は
捨
ら
る
』
の
よ
と
い
へ
ど
も
真
情
に
訴
へ
真
情

を
う
っ
さ
ば
一
葉
の
戯
著
と
い
ふ
と
も
な
ど
か
は
値
の
あ
ら
ざ
る
べ
き
(
中

略

一
片
の
短
文
三
度
稿
を
か
え
て
而
し
て
世
の
評
を
仰
が
ん
と
す
る
も
空

し
く
紙
筆
の
つ
ひ
へ
に
終
ら
ば
猶
天
命
と
観
ぜ
ん
の
ミ

〔注〕

(
1
)
拙
論
「
『
わ
か
れ
道
』
論
|
|
発
想
の
観
点
か
ら
|
|
」
|
「
梅
花
女
子
大
学
文

学
部
紀
要

ω
(国
語
・
国
文
学
)
」
参
照
。

(
2
)
前
出
『
樋
口
一
葉
全
集
第
二
巻
』
の
〔
補
注
〕
に
「
こ
の
作
品
は
、
二
十
八

年
十
二
月
十
九
日
附
の
有
明
文
吉
の
端
書
に
よ
る
依
頼
を
受
け
て
起
稿
さ
れ
、
」
と

あ
る
日
付
け
は
、
「
九
日
」
の
誤
り
。
十
九
日
付
の
も
の
は
、
執
筆
依
頼
で
は
な
い
。

(
3
)
同
氏
『
樋
口
一
葉
考
証
と
試
論
』
(
昭
必
、
有
精
堂
出
版
株
式
会
社
)
所
収
に

よ
る
。
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こ

の

こ

と

れ

(
4
)
初
出
本
文
に
は
「
此
子
」
「
此
子
」
が
各
五
回
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
「
こ
の
子
」

と
い
う
表
記
は
な
い
。

『
こ
の
子
」
は
、
短
時
日
に
成
っ
た
が
、
矢
張
り
、

一
葉
の
、
苦
渋
の
作
品
形

成
過
程
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
「
こ
の
子
』
は
、
「
山
口
昇
と
い
ふ
裁
判
官

の
妻
」
が
、
「
此
子
」

へ
の
愛
に
よ
っ
て
夫
と
の
不
仲
の
解
消
し
た
こ
と
を
口
述

し
た
短
編
で
あ
る
が
、
未
定
稿
断
片
で
は
、
初
め
、
夫
は
「
棋
村
法
学
士
」

(
W

-
)
「
損
村
医
師
」

(
W
2
)
「
損
村
医
学
士
」

(
W
3
)
で
あ
り
、
妻
の
名
は
「
や



へ
子
」

(
W
1
)
「
八
重
子
」

(
W
)
、
そ
の
旧
姓
は
「
藤
堂
」

(
W
3
)
、
子
供
の
名

は
「
愛
雄
」

(
W
1
)
で
あ
っ
た
。
定
稿
で
は
、
妻
と
子
の
名
は
出
て
来
な
い
。

「
八
重
」
と
い
う
人
物
名
は
、
明
治
二
三
年
筆
の
未
完
成
小
説
、
作
品
1
(
残

簡
そ
の
一
)
に
、
最
も
早
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
二
三
年
四
月
か
ら
七
月
、

東
京
上
野
公
園
で
催
さ
れ
た
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
「
売
子
」
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
「
八
重
」
を
描
こ
う
と
し
た
習
作
で
、
故
和
田
芳
恵
氏
は
、
『
樋
口
一

葉
の
人
と
作
品
」
(
昭
却
、
学
習
研
究
社
)
に
「
お
八
重
と
な
っ
て
い
る
の
が
一

葉
自
身
だ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
明
治
三
八
年
初
秋
筆
と
推
定
さ
れ
る

臨
筆
断
片
4
に
「
我
れ
一
人
手
習
か
ゾ
み
の
八
重
か
」
と
い
う
記
述
が
見
え
、
「
八

重
」
の
命
名
は
、
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』

の
桜
丸
の
嫁
、

八
重
に
基
く
の
か
も
知

れ
な
い
。
桜
丸
に
は
三
つ
児
の
兄
弟
、
梅
王
と
松
王
が
お
り
、
梅
王
の
嫁
は
千
代

で
あ
る
。
未
完
成
小
説
、
作
品
1
の
八
重
の
兄
は
「
千
代
二
」
で
あ
り
、
「
松
本
」

な
る
人
物
名
も
出
て
来
る
。

次
い
で
、
明
治
二
五
年
七
月
一
一
一
二
日
付
発
行
「
武
さ
し
野
」
第
三
編
に
発
表
さ

れ
た
「
五
月
雨
」
に
、
「
八
重
」
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
一
人
の
男
を
二
人
の
女

が
恋
す
る
内
容
の
小
説
で
あ
る
が
、
未
定
稿
断
片
A
ー
が
「
こ
の
君
」
と
題
さ
れ

て
い
て
、
「
こ
の
子
」
と
の
或
る
関
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

更
に
、
明
治
二
八
年
四
月
三
、
五
日
付
「
毎
日
新
聞
」
に
分
載
さ
れ
た
『
軒
も

る
月
』

の
未
定
稿
断
片
A
1
に
、
「
八
重
子
」
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
八
重
子
は

「
塾
主
は
植
村
松
子
」
の
門
に
学
ぶ
才
援
で
あ
る
ら
し
い
が
、
人
名
だ
け
に
限
れ

ば
、
「
塾
主
は
植
村
松
子
」
、
そ
の
門
下
生
の
「
八
重
子
」
が
、
『
こ
の
子
」

の
未

定
稿
断
片
の
、
「
損
村
法
学
士
の
奥
方
の
や
へ
子
」

(
W
1
)
「
損
村
医
師
の
も
と

に
奥
方
の
八
重
子
」

(
W
2
)
に
、
移
し
か
え
ら
れ
た
と
も
言
え
よ
う
。
「
軒
も
る

月
』
の
定
稿
で
、
八
重
子
は
「
袖
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
袖
は
「
桜
町
の
殿
」

へ
の
慕
情
に
悩
む
女
で
あ
る
。
「
松
子
」
と
言
い
、
「
桜
町
」
と
言
い
、
こ
こ
に
も

「
手
習
鑑
』

の
影
が
見
え
る
。

「
山
口
昇
」
の
名
は
、
「
十
三
夜
」

の
原
田
勇
の
如
く
、
新
時
代
を
精
力
的
に

生
き
る
高
級
官
吏
の
イ
メ
ー
ジ
に
相
応
し
い
も
の
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
「
十
三
夜
」
と
並
行
的
に
、
明
治
二
八
年
九
月
に
執
筆
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

る
未
完
成
小
説
断
片
『
雪
か
山
か
』
(
作
品
川
品
、

B
I
6
)
に
は
、
「
多
国
勇
」
の

名
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
人
名
は
、
二
葉
亭
『
浮
雲
」

の
登
場
人
物
名
「
本

田
昇
」
「
園
田
勇
」
「
山
口
某
」
を
連
想
さ
せ
な
い
こ
と
も
な
い
。

尤
も
、
「
山
口
」
名
と
「
裁
判
官
」
と
の
結
び
付
き
は
、
実
在
の
も
の
と
し
て
、

一
葉
日
記
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
通
り
に
あ
る
。

相
馬
家
事
件
局
面
一
変
順
胤
君
は
じ
め
被
告
一
同
無
罪
放
免
原
告
錦
織
夫
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妻
弁
護
士
岡
野
寛
及
び
山
口
予
審
判
事
拘
引
せ
ら
る
(
塵
中
日
記
今
是
集
、

明日
ω
-
m
M
)

「
相
馬
家
事
件
」
は
、
旧
相
馬
藩
主
相
馬
誠
胤
を
相
続
人
順
胤
と
旧
藩
士
達
が

共
謀
し
て
毒
殺
し
た
と
、
錦
織
剛
清
が
告
発
し
た
の
に
始
ま
る
。
相
馬
家
の
家
令

を
し
て
い
た
志
賀
直
哉
の
祖
父
直
道
も
一
味
の
一
人
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
の

経
緯
は
、
直
哉
の
『
祖
父
」

{5r、
次
の
通
り
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

此
夏
、
私
は
矢
田
括
雲
の
「
相
馬
事
件
の
真
相
」
と
い
ふ
本
を
読
ん
で
色

々
な
事
を
知
っ
た
が
、

一
番
困
る
事
は
予
審
判
事
の
一
人
で
あ
る
山
口
淳
と

い
ふ
男
が
錦
織
か
ら
金
を
貰
っ
て
、
不
正
な
裁
判
を
し
て
ゐ
た
事
だ
。
そ
れ

に
も
う
一
人
の
判
事
の
岡
田
と
い
ふ
の
も
金
を
貰
っ
て
錦
織
に
つ
い
て
ゐ
た



し
、
角
田
、
大
岡
等
は
当
時
の
鋒
々
た
る
弁
護
士
で
、
そ
う
い
ふ
の
が
つ
い

て
ゐ
る
の
だ
か
ら
厄
介
な
事
件
だ
っ
た
。
矢
田
括
雲
の
書
い
た
も
の
に
よ
る
と
、

山
口
判
事
は
錦
織
か
ら
金
を
貰
ひ
二
方
で
は
祖
父
等
が
未
決
に
入
れ
ら
れ
る

と
、
出
来
る
だ
け
の
便
宜
を
計
る
か
ら
と
い
っ
て
相
馬
家
か
ら
も
金
を
取
っ
て

ゐ
た
の
だ
さ
う
だ
。
(
中
略
)
然
し
万
事
は
明
ら
か
に
な
り
、
間
も
な
く
錦
織
、
山

口
等
は
投
獄
さ
れ
、
永
い
間
の
相
馬
事
件
と
い
ふ
も
の
も
漸
く
型
が
つ
い
た
。

一
葉
は
、
相
馬
事
件
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
で
、
前
掲
部
分
の
他
に
も
、

日
記
に
次
の
如
く
あ
る
。

O
相
馬
家
の
事
件
い
か
に
お
さ
ま
ら
ん
と
す
ら
む
(
塵
大
中
、
明
お
・

7
-
U
)

O
星
亨
弁
び
に
相
馬
家
事
件
(
塵
中
日
記
、
明
部
・

8
、
「
此
頃
の
事
」
)

O
相
馬
事
件
い
つ
あ
き
ら
か
に
成
る
べ
き
に
や
墓
地
見
肱
究
=
解
剖
な
ど
漸
々

歩
を
す
』
め
て
今
は
残
る
所
あ
る
ま
じ
と
お
ぼ
ゆ
れ
ど
す
べ
て
払
底
)
の
旨
と
す

れ
ば
何
事
も
ま
だ
五
里
の
霧
中
也
さ
る
が
上
に
又
井
戸
川
忠
と
か
呼
べ
る
は
ん

じ
の
新
訴
状
を
奉
り
た
る
さ
へ
あ
る
や
に
き
く
斯
く
て
い
つ
は
つ
べ
き
に
や

(
塵
中
日
記
今
是
集
、
明
お
・

7
-
M
)

相
馬
事
件
の
山
口
淳
は
悪
徳
判
事
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
「
山
口
」
姓
は
「
裁

判
官
」
を
連
想
さ
せ
る
形
で
一
葉
の
脳
裡
に
焼
き
付
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
「
幸

ひ
に
賄
賂
の
汚
れ
は
受
け
な
い
で
済
ん
だ
け
れ
ど
、
」
と
あ
る
も
の
の
、
『
こ
の
子
』

に
次
の
如
く
記
述
さ
れ
て
い
る
の
も
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

夫
れ
で
な
く
て
さ
へ
臨
分
出
入
の
も
の
』
手
な
ど
を
借
り
て
、
私
の
手
も
と

ま
で
怪
し
い
遺
ひ
物
な
ど
を
遺
し
て
、
此
う
い
う
事
情
で
酷
く
難
義
を
し
て
居

り
ま
す
、
此
裁
判
の
判
決
次
第
で
生
死
の
分
け
目
に
成
り
ま
す
な
ど
』
言
っ
て
、

原
告
だ
の
被
告
だ
の
と
言
ふ
人
が
頼
み
込
ん
で
来
た
も
多
く
あ
っ
た
れ
ど
、

一
葉
と
の
婚
約
を
破
棄
し
、
後
、
明
治
二
五
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
復
縁
の
意
を
示
し

h
渋
谷
三
郎
は
、
明
治
二
七
年
一
月
、
新
潟
県
新
発
田
区
裁

な
お
、

判
所
の
判
事
に
就
任
し
て
い
る
。
明
治
二
八
年
一
月
、
三
郎
の
賀
状
に
接
し
た
一

葉
は
、
「
し
の
ぶ
ぐ
さ
」
に
次
の
和
歌
を
書
き
留
め
た
。

わ
す
れ
ぬ
も
さ
す
が
に
う
れ
し
か
ら
ご
ろ
も
/
つ
ま
に
と
い
ひ
し
な
ご
り
と

お
も
へ
ば

前
述
の
通
り
、
「
こ
の
子
』
未
定
稿
に
は
「
医
師
」
「
医
学
士
」
と
い
う
設
定
も

-4-

あ
る
が
、
『
F

」
の
子
」

の
夫
婦
生
活
は
、
三
郎
と
の
結
婚
生
活
の
想
定
が
発
想
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

〔注〕

(
5
)
初
出
は
「
新
潮
」
昭

ω
・
4
。
引
用
は
『
志
賀
直
哉
全
集

岩
波
書
庖
)
に
よ
っ
た
が
、
振
仮
名
は
省
い
た
。

(
6
)
日
記
「
し
の
ぶ
ぐ
さ
」
明
お
・

8
-
n
、
同
8
・
幻
、
同
9
・

1
参
照
。

第
四
巻
』
(
昭
錦
、

『
こ
の
子
」
は
、
「
十
三
夜
』
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、



次
の
通
り
で
あ
る
。

。
「
こ
の
子
」
は
、
「
十
三
夜
」
の
「
原
田
勇
|
お
関
|
太
郎
」
の
人
物
関

係
が
、
そ
の
ま
ま
「
山
口
昇
|
私
!
こ
の
子
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
私
」
を

中
心
に
、
「
十
三
夜
」
と
異
な
っ
た
角
度
か
ら
、
し
か
し
「
十
三
夜
」
の
後

日
談
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(
松
坂
俊
夫
、
前
出
書
)

O
人
形
妻
の
生
き
方
を
お
関
に
え
ら
ば
せ
て
い
る
『
十
三
夜
」
の
姉
妹
作
と

い
っ
て
い
い
。
(
前
回
愛
、
前
出
解
説
)

0

『
十
三
夜
』
の
延
長
上
に
位
置
し
て
い
る
。
(
前
回
愛
・
岡
保
生
・
木
村

真
佐
幸
・
山
田
有
策
『
全
集

樋
口
一
葉

2
小
説
編
一
一
』
〈
昭
臼
、
小
学

館
〉
の
『
こ
の
子
」
「
鑑
賞
」
欄
)

O
内
容
は
、
お
関
と
父
主
計
の
主
張
を
調
和
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
(
藤

井
公
明
、
前
出
書
)

確
か
に
、
『
十
三
夜
』
の
〈
原
田
勇
!
お
関
〉
、
『
こ
の
子
』
の
〈
山
口
昇

l
妻〉

の
関
係
設
定
に
は
、
例
え
ば
次
の
対
応
の
如
く
、
類
似
点
が
見
ら
れ
る
。
『
に
ご

り
え
』
の
未
定
稿
断
片
B
I
-
-
9
、
B
H
な
ど
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
十

三
夜
』
は
『
に
ご
り
え
」
の
姉
妹
作
で
あ
る
が
、
「
こ
の
子
』
も
亦
そ
の
延
長
上

に
生
ま
れ
た
作
品
だ
と
言
え
る
。

「O
嫁
入
っ
て
丁
度
半
年
ば
か
り
の
聞
は
関
や
関
や
と
下
へ
も
置
か
ぬ
や
う
に

一
し
て
下
さ
っ
た
け
れ
ど
、
(
夜
、
{
上
}
)

「O
そ
の
当
座
は
極
仲
も
ょ
う
御
座
い
ま
し
た
し
双
方
に
苦
情
は
無
か
っ
た
の

で
御
座
い
ま
す
け
れ
ど
、
(
子
)

寸

O
物
言
ふ
は
用
事
の
あ
る
時
樫
貧
に
申
つ
け
ら
れ
る
ば
か
り
、
(
夜
、
{
上
}
)

「
O
さ
し
向
つ
て
は
一
卜
言
の
打
ち
と
け
た
お
話
し
も
申
上
ず
、
(
子
)

寸

O
一
年
三
百
六
十
五
日
物
い
ふ
事
も
無
く
、
(
夜
、
{
上
}
)

「
O
旦
那
様
の
や
う
な
無
口
さ
ま
(
子
)

寸

O
時
、
私
位
不
仕
合
の
人
間
は
あ
る
ま
い
、
御
前
の
や
う
な
妻
を
持
っ
た
の

一
は
と
言
ひ
捨
て
に
(
夜
、
{
上
}
)

「
ゐ
彼
れ
を
ば
他
人
は
何
と
見
ま
し
た
か
、
定
め
し
山
口
は
百
年
の
不
作
だ
と

で
も
評
し
て
、
(
子
)

『
占
良
人
は
一
昨
日
よ
り
家
へ
と
で
は
帰
ら
れ
ま
せ
ぬ
、
五
日
六
日
と
家
を
明

一
け
る
は
平
常
の
事
、
(
夜
、
{
上
}
)

F
l
o
E
那
さ
ま
堪
へ
か
ね
て
、
不
意
と
立
っ
て
家
を
ば
御
出
あ
そ
ば
さ
る
』
、

行
先
は
何
れ
も
御
神
燈
の
下
を
く
ぐ
る
か
、
待
合
の
小
座
敷
、
(
子
)

-5-

寸

O
此
様
も
し
た
ら
出
て
ゆ
く
か
、
彼
様
も
し
た
ら
離
縁
を
と
言
ひ
出
す
か
と

一
苦
め
て
苦
め
て
苦
め
抜
く
の
で
御
座
り
ま
し
ょ
、
(
夜
、
{
上
}
)

「O
生
や
さ
し
い
離
縁
な
ど
を
お
出
し
な
さ
る
よ
り
何
時
ま
で
も
櫨
の
中
へ
置

い
て
苦
し
ま
せ
て
や
ら
う
と
言
ふ
御
考
へ
で
有
っ
た
か
(
子
)

「
。
御
父
様
、
お
母
様
、
私
は
不
運
で
御
座
り
ま
す
と
て
口
惜
し
さ
悲
し
さ
打

一
出
し
、
(
夜
、
(
上
}
)

「O
此
様
な
不
運
な
、
情
な
い
、
口
惜
し
い
身
と
天
が
極
め
て
お
置
き
な
さ
る

な
ら
、
(
子
)

『
十
三
夜
」
の
お
聞
は
、
「
彼
の
子
を
綜
か
し
て
太
郎
を
探
か
し
つ
け
て
、
」

「
今
宵
限
り
原
因
へ
帰
ら
ぬ
決
心
で
出
て
参
っ
た
」
{
上
}
の
で
あ
る
が
、

{
上
}

父
親
に
諭
さ
れ
、
次
の
悲
し
い
決
意
を
し
直
し
て
、
婚
家
へ
戻
っ
て
行
く
。



今
宵
限
り
関
は
な
く
な
っ
て
、
魂
一
つ
が
彼
の
子
の
身
を
守
る
の
と
思
ひ

ま
す
れ
ば
良
人
の
つ
ら
く
当
る
位
百
年
も
未
知
体
町
来
さ
う
な
事
、
{
上
}

従
っ
て
、
原
因
家
に
戻
っ
た
お
闘
が
「
彼
の
子
」

一
筋
に
生
き
て
い
る
う
ち
に
、

「
彼
の
子
」
|
|
「
こ
の
子
」

へ
の
愛
を
媒
介
に
夫
と
の
不
仲
が
次
第
に
解
消
し

て
行
く
『
こ
の
子
』
の
世
界
が
展
開
す
る
:
:
:
と
い
う
見
方
は
、

一
応
成
立
す
る

で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
『
十
三
夜
』
と
『
こ
の
子
』

の
夫
婦
関
係
に
、
幾
つ
か
の
、
し
か
し
重

要
な
相
違
の
あ
る
こ
と
も
亦
、
見
逃
し
得
な
い
。

そ
の
第
一
は
、
婚
家
に
対
す
る
実
家
の
立
場
の
相
違
で
あ
る
。
『
十
三
夜
』

は
、
勇
が
「
奏
任
」
{
上
}
の
高
級
官
吏
で
あ
る
原
田
家
に
対
し
、
お
関
の
父
親

斎
藤
主
目
前
町
、
恐
ら
く
は
没
落
土
族
で
あ
り
、
「
区
役
所
が
よ
ひ
の
腰
弁
当
」
{
上
}

を
退
職
し
、
「
五
年
前
、
」
「
猿
楽
町
を
離
れ
」
{
上
}
て
、
現
在
は
「
上
野
の
新
坂

下
」
【
上
)
に
逼
塞
し
て
い
る
。
未
定
稿
E
で
は
、
「
早
川
善
兵
衛
」
と
い
う
名
で

は
あ
る
が
、
「
血
気
の
若
ざ
か
り
に
さ
へ
区
役
処
の
受
っ
け
に
満
足
し
て
腰
弁
当

を
何
と
も
思
は
ず
、
」
「
よ
く
よ
く
見
だ
て
の
無
き
人
で
あ
っ
た
」
が
、
今
は
「
御

隠
居
さ
ん
」
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
両
家
は
「
格
が
違
ふ
」
{
上
)

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
お
関
の
原
田
家
へ
の
嫁
入
り
は
、

い
わ
ば
〈
玉
の
輿
〉

あ
っ
た
。
『
十
三
夜
』
{
上
)
に
は
、
「
御
両
親
に
奏
任
の
智
が
あ
る
身
と
自
慢
さ

せ
、
」
「
出
世
」
「
実
家
で
も
少
し
何
と
か
成
っ
て
居
た
な
ら
ば
」
「
賎
し
き
身
分
を

情
な
げ
に
吾
一
日
は
れ
て
、
」
「
実
家
の
悪
る
い
を
」
「
身
分
が
悪
い
」
「
御
身
分
が
ら
に

も
釣
合
ひ
ま
せ
ぬ
」
「
不
相
応
の
縁
」
「
身
分
が
釣
合
は
ね
ば
」
等
の
言
葉
が
頻
出

す
る
。

お
関
の
弟
「
亥
之
が
昨
今
の
月
給
に
有
つ
い
た
も
必
寛
は
原
因
さ
ん
の
口

入
れ
」
{
上
}
で
あ
り
、
お
聞
は
「
一
つ
は
親
の
為
、
弟
の
為
凶
{
上
}
に
婚
家

へ
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
『
こ
の
子
」
の
妻
は
、
「
小
室
の
養

女
の
実
子
で
有
」
り
、
「
伯
父
さ
ま
」
に
育
て
ら
れ
た
も
の
の
、
「
此
家
へ
嫁
入
り

せ
ぬ
以
前
、
」
は
、
山
口
昇
の
他
に
「
海
軍
の
潮
田
と
い
ふ
立
派
な
方
」
や
「
医

学
士
の
細
井
と
い
ふ
色
白
の
人
」
か
ら
の
縁
談
も
あ
っ
た
。
「
一
時
の
間
違
ひ
」

に
し
ろ
、
「
種
々
の
口
々
」
か
ら
山
口
昇
を
良
人
に
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
『
十
三
夜
』

の
お
関
は
、
良
人
か
ら
「
二
言
目
に
は
教
育
の
な
い
身
、
教
育
の
な
い
身
」
{
上
}

と
蔑
ま
れ
る
が
、
『
こ
の
子
』
に
は
「
学
校
で
読
み
ま
し
た
書
物
、
教
師
か
ら
言

ひ
聞
か
し
て
呉
れ
ま
し
た
種
々
の
事
」
云
々
と
あ
り
、
未
定
稿
W
3
の
旧
姓
「
藤

堂
さ
白
と
い
う
妻
は
、
「
私
立
の
な
れ
ど
何
処
や
ら
の
女
学
校
を
卒
業
し
」
た

で

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
教
育
の
違
い
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
実
家
で
の
〈
育

ち
て
明
治
社
会
に
於
け
る
〈
身
分
〉
の
相
違
と
も
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
前
項
と
も
関
連
し
て
、
良
人
に
対
す
る
態
度
、
ひ
い
て
は
性
格
の
表

れ
方
の
相
違
が
あ
る
。
『
十
三
夜
」
の
お
闘
が
、
「
御
詞
に
異
背
せ
ず
唯
々
と
御
小

- 6一

言
を
聞
い
て
居
」
{
上
}
り
、
「
よ
し
ゃ
良
人
が
芸
者
狂
ひ
な
さ
ら
う
と
も
、
困
者

し
て
御
置
き
な
さ
ら
う
と
も
其
様
な
事
に
悟
気
す
る
私
で
も
な
」
{
上
}
か
っ
た

の
に
対
し
、
『
こ
の
子
』

の
妻
は
、
「
生
意
気
」
「
勝
気
」
「
表
向
き
の
負
け
る
ぎ
ら

で
あ
り
、
「
旦
那
さ
ま
が
家
外
で
遊
ば
す
事
に
ま
で

ひ
」
「
強
情
」
「
勝
手
気
侭
」

で

口
を
出
し
て
」
「
口
惜
し
が
」
る
女
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
第
三
に
、
『
十
三
夜
』

で
は
、
高
級
官
吏
が
「
美
く
し
さ
心
)
の
み
に

ひ
か
れ
て
貧
乏
人
の
娘
を
〈
人
形
〉
と
し
て
要
っ
た
に
過
ぎ
ぬ
の
に
対
し
、
『
こ

の
子
』
の
夫
婦
関
係
は
〈
対
等
〉
な
の
で
あ
る
。
原
因
勇
が
「
あ
の
子
が
出
来
て

か
ら
と
言
ふ
物
」
{
上
}
お
闘
を
邪
樫
に
扱
う
の
は
、
出
産
で
〈
人
形
〉

の
魅
力

を
失
っ
た
妻
に
「
御
飽
き
な
さ
れ
た
」
{
上
}
た
め
で
あ
る
。
「
F

」
の
子
』
の
方
は
、

「
お
互
ひ
我
ま
』
の
生
地
が
出
て
参
り
ま
す
、
諸
欲
が
沸
く
ほ
ど
出
て
参
り
ま
す



か
ら
」
と
あ
り
、
不
和
の
原
因
は
〈
我
〉
と
〈
我
〉

の
衝
突
で
あ
る
。
『
十
三
夜
』

の
お
関
は
一
方
的
に
虐
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
こ
の
子
」

で
は
、
夫
婦
が
激
し
く

抗
争
し
て
い
る
。
山
口
勇
は
、
寧
ろ
、
妻
の
独
占
欲
の
強
さ
、
気
性
の
激
し
さ
に

僻
易
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
こ
の
子
」
へ
の
愛
が
仲
立
ち
と
な
っ
て
夫
婦
が
円
満
を
取
り
戻
す
と
い
う
『
こ

の
子
』
世
界
の
展
開
は
、
〈
対
等
〉

の
夫
婦
関
係
を
前
提
と
し
て
い
る
。
妻
の
廟

性
が
「
こ
の
子
」

へ
の
愛
で
和
ら
ぎ
、
膿
て
夫
婦
が
不
仲
を
克
服
す
る
と
い
う
経

過
を
、
『
十
三
夜
」
に
後
日
語
と
し
て
期
待
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
意
久
地
な
し

で
太
郎
の
可
愛
さ
に
気
が
引
か
れ
、
何
う
で
も
御
詞
に
異
背
せ
ず
唯
々
と
御
小
言

を
聞
い
て
居
」
{
上
}
る
お
聞
を
、
原
田
勇
は
、
「
張
も
意
気
地
も
な
い
思
う
た
ら

の
奴
、
そ
れ
か
ら
し
て
気
に
入
ら
ぬ
」
{
上
}
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
第
四
に
、
『
こ
の
子
』

の
妻
は
、
子
供
が
産
ま
れ
た
当
初
、
「
あ
』
何

故
で
産
れ
て
呉
れ
た
ら
う
、
お
前
さ
へ
死
っ
て
呉
れ
た
な
ら
私
は
肥
立
次
第
実
家

へ
帰
っ
て
仕
舞
ふ
の
に
、
此
様
な
旦
那
さ
ま
の
お
傍
何
か
に
一
時
も
居
ゃ
あ
し
な

い
の
に
、
何
故
ま
あ
丈
夫
で
う
ま
れ
て
呉
れ
た
ら
う
、
厭
だ
、
厭
だ
、
何
う
し
て

も
此
縁
に
つ
な
が
れ
て
、
こ
れ
か
ら
の
永
世
を
光
り
も
無
い
中
に
暮
す
の
か
し

ら
、
」
と
、
却
っ
て
「
悲
し
い
事
に
思
」
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
お
聞
は
、
「
太
郎

の
可
愛
さ
に
気
が
引
か
れ
、
」
て
い
た
の
に
、
「
種
々
思
案
も
し
尽
し
て
の
後
」
{
上
}

に
、
「
最
早
あ
の
顔
を
見
ぬ
決
心
」
【
上
}
を
一
度
は
し
た
の
で
あ
る
。
原
田
家
に

帰
る
の
は
、
前
述
の
如
く
、
「
一
つ
は
親
の
為
、
弟
の
為
」
で
あ
る
。
「
魂
一
つ
が

彼
の
子
の
身
を
守
る
」
と
い
う
の
も
、
只
管
「
良
人
の
つ
ら
く
当
る
」
の
を
「
百

年
も
未
知
体
〕
す
る
決
意
の
も
の
で
あ
り
、
夫
婦
の
不
仲
が
解
消
し
て
行
く
将
来
を

予
想
さ
せ
な
い
。
子
供
は
「
辛
棒
」
の
道
具
に
過
ぎ
ぬ
。

勿
論
、
確
か
に
、
『
十
三
夜
』

の
筋
立
て
は
、

そ
の
後
日
語
と
い
う
形
で
、
脚

か
は
『
こ
の
子
』

の
構
想
に
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は

発
想
の
ご
く
初
期
に
於
い
て
で
あ
っ
て
、
出
来
上
が
っ
た
『
こ
の
子
」
世
界
は
、

『
十
三
夜
』

の
後
日
語
を
超
え
て
展
開
し
て
い
る
と
言
え
る
。

一
葉
が
『
十
三
夜
」
と
異
な
る
こ
の
よ
う
な
夫
婦
関
係
を
設
定
し
た
の
は
、
発

表
誌
「
日
本
乃
家
庭
」
の
読
者
の
家
庭
に
、
明
治
の
新
時
代
を
健
康
に
生
き
る
中

堅
ブ
ル
ジ
ョ
ア
層
の
新
し
い
夫
婦
関
係
を
想
定
し
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

〔注〕

(
7
)
「
蓬
生
日
記
」
明
お
・

4

・
mm
に
、
司
法
省
官
吏
「
斎
藤
そ
れ
が
し
」
の
名
が
見

え
る
。

(
8
)
〈
家
柄
〉
の
良
さ
を
匂
わ
せ
た
姓
で
あ
ろ
う
。

(
9
)
未
定
稿
断
片
H
に
は
「
娘
の
容
貌
で
左
団
扇
」
と
あ
る
。

四
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〈
対
等
〉

の
夫
婦
関
係
の
中
で
、
妻
が
子
へ
の
愛
を
表
現
し
て
い
る
作
品
に
、

「
軒
も
る
月
』
が
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
未
定
稿
断
片
に
〈
植
村
松
子
|
八
重
子
〉

が
登
場
し
、
「
こ
の
子
』
の
未
定
稿
の
〈
棋
村
法
学
士
ー
や
へ
子
〉
〈
損
村
医
師
l

八
重
子
〉
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
『
軒
も
る
月
』
に
、

次
の
如
き
記
述
が
見
ら
れ
る
。

O
女
子
は
太
息
に
胸
の
雲
を
消
し
て
、
月
も
る
窓
を
引
た
つ
れ
ば
、
音
に
目

さ
め
て
泣
出
る
稚
児
を
、
あ
は
れ
可
愛
し
い
か
な
る
夢
を
か
見
つ
る
乳
ま
ゐ

ら
せ
ん
と
懐
あ
く
れ
ば
笑
み
て
さ
ぐ
る
も
憎
く
か
ら
ず
、
勿
林
な
や
此
の
子

と
い
ふ
可
愛
き
も
あ
り
、



O
乳
に
倦
き
れ
ば
乳
房
に
顔
を
寄
せ
た
る
ま
』
思
ふ
事
な
く
探
入
し
児
の
、

頬
は
薄
絹
の
紅
さ
し
た
る
や
う
に
て
、
何
事
を
語
ら
ん
と
や
折
々
曲
ぐ
る
口

元
の
愛
ら
し
さ
、
肥
え
た
る
胞
の
二
重
に
な
る
な
ど
、
斯
か
る
人
さ
へ
あ
る

身
に
て
我
れ
は
二
タ
心
を
持
ち
て
済
む
べ
き
や
、
夢
さ
ら
二
タ
心
は
持
た
ぬ

ま
で
も
我
が
良
人
を
不
足
に
思
ひ
て
済
む
べ
き
や
、

『
軒
も
る
月
」

の
「
袖
」
の
良
人
は
、
高
級
官
吏
で
は
な
い
。
「
職
工
に
て
工

場
が
よ
ひ
す
る
人
」

で
あ
る
。
妻
子
を
思
っ
て
、
「
此
が
為
我
が
為
不
自
由
あ
ら

せ
じ
憂
き
事
の
な
か
れ
、
」
と
懸
命
に
働
く
「
型
」
で
あ
る
。
袖
の
父
母
が
病
死

し
た
際
に
は
、
「
三
月
に
あ
ま
る
看
病
」
に
つ
と
め
た
律
義
者
で
あ
る
。
袖
に
と

っ
て
、
「
生
涯
大
事
に
か
け
ね
ば
な
る
ま
じ
き
人
」
で
あ
る
。
夫
婦
仲
は
円
満
で

あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
袖
は
、
嘗
て
「
小
間
使
」
と
し
て
仕
え
た
「
桜
町
の
殿
」

を
忘
れ
か
ね
て
い
る
。
そ
の
「
ニ
タ
心
の
不
貞
」
が
、
「
此
の
子
」
を
眺
め
て
い

る
う
ち
に
、
「
斯
か
る
人
さ
へ
あ
る
身
に
て
我
れ
は
ニ
タ
心
を
持
ち
て
済
む
べ
き

ゃ
、
」
と
思
い
直
さ
れ
て
来
る
。

『
こ
の
子
」
の
発
想
に
、
「
十
三
夜
』
は
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
『
軒

も
る
月
』
は
、
よ
り
内
実
的
な
部
分
に
於
い
て
、
矢
張
り
「
こ
の
子
』
の
構
想
に

関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

『
軒
も
る
月
」

の
未
定
稿
断
片
A
ー
で
は
、
嘗
て
「
八
重
子
」
は
「
塾
主
が
自

ま
ん
の
一
つ
」

で
あ
っ
た
。
同
じ
く
H
4
に
は
、
「
あ
り
し
植
村
の
塾
に
才
名
た

か
、
ふ
り
し
木
浦
妙
子
」
と
も
、
「
あ
は
れ
浮
世
の
波
に
あ
し
を
取
ら
れ
て
、
は
か

な
き
知
恵
に
一
身
を
あ
や
ま
り
し
女
子
の
末
路
」
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
設
定
は

定
稿
で
捨
て
ら
れ
、
袖
は
「
卑
賎
に
そ
だ
ち
た
る
」
身
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
「
言

は
ジ
我
が
良
人
を
は
づ
か
し
む
る
や
う
な
れ
ど
、
そ
も
そ
も
御
暇
を
賜
は
り
て
家

に
帰
り
し
時
、
智
と
定
ま
り
し
は
職
工
に
て
工
場
が
よ
ひ
す
る
人
と
聞
き
し
時
、

勿
林
な
き
比
な
れ
ど
我
れ
は
肢
の
御
地
位
を
思
ひ
合
せ
て
、
天
女
が
羽
衣
を
失
ひ

た
る
心
地
も
し
た
り
き
。
」
と
あ
る
。
袖
が
、
一
葉
自
身
の
履
歴
を
背
負
っ
た
「
八

重
子
」
か
ら
造
型
さ
れ
始
め
、
定
稿
に
於
い
て
さ
え
、

一
葉
の
懐
い
て
い
た
零
落

意
識
を
も
っ
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
否
み
得
ま
い
。
と
し
て
も
、

「
軒
も
る
月
』

の
夫
婦
関
係
は
、
〈
あ
る
姿
〉
と
し
て
は
〈
対
等
〉

で
あ
る
。

葉
は
、
袖
の
漂
わ
せ
て
い
る
零
落
感
を
削
ぎ
落
と
す
と
い
う
形
で
も
、
『
こ
の
子
」

の
構
想
を
発
酵
さ
せ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
『
軒
も
る
月
」
は
、

口
述
休
で

は
な
い
が
、
か
な
り
の
量
に
達
す
る
袖
の
思
案
部
分
は
、
〈
独
自
〉
に
近
い
性
格

を
帯
び
て
い
る
。

五
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前
述
の
よ
う
に
、
『
こ
の
子
」
に
先
学
諸
氏
が
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
な
い
の

lま

ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
の
結
末
と
相
候
っ
て
、
こ
の
作
に
含
ま
れ
て
い
る
と
さ

れ
る
〈
教
訓
性
〉
に
も
一
因
が
あ
ろ
う
か
。
『
明
治
の
古
典
3

た
け
く
ら
べ

に
ご
り
え
」
(
昭
問
、
学
研
)
の
「
作
品
小
事
典
」
に
「
明
治
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会

の
健
康
で
明
る
い
女
性
の
行
動
や
心
理
が
の
び
の
び
と
写
し
出
さ
れ
、
」
と
記
し

た
山
固
有
策
氏
で
さ
え
、
「
通
俗
的
か
つ
教
訓
的
で
あ
る
が
、
」
と
い
う
但
し
書
き

を
付
し
て
居
ら
れ
る
。

「
こ
の
子
』
の
〈
教
訓
性
〉
と
は
、
例
え
ば
、
次
の
部
分
に
見
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。O

物
い
ふ
声
が
樫
ど
ん
で
荒
ら
か
で
、
仮
初
の
事
に
も
稗
女
た
ち
を
叱
り
飛



ば
し
、
私
の
顔
を
ば
尻
目
に
お
院
み
遊
ば
し
て
小
言
は
仰
し
や
ら
ぬ
な
れ
ど

も
其
お
気
む
づ
か
し
い
事
と
号
一
口
ふ
て
は
、
現
時
の
旦
那
様
が
柔
和
の
相
と
て

は
少
し
も
無
く
、
恐
ろ
し
い
凄
い
、
に
く
ら
し
い
お
顔
つ
き
、
其
の
方
の
傍

に
私
が
憤
怒
の
相
で
控
へ
て
居
る
の
で
す
か
ら
召
使
ひ
は
堪
り
ま
せ
ん
、
大

方
一
ト
月
に
二
人
づ
っ
は
稗
女
は
替
り
ま
し
て
、
其
都
度
紛
失
物
が
出
来
ま

す
や
ら
品
物
の
破
損
な
ど
は
彩
た
ゾ
し
い
事
で
、
何
う
す
れ
ば
此
様
な
に
不

人
情
の
者
ば
か
り
集
合
ふ
の
か
、
世
間
一
林
が
此
様
に
不
人
情
な
物
か
、
そ

れ
と
も
私
一
人
を
歎
か
せ
よ
う
と
言
ふ
の
で
、
私
の
身
に
近
い
者
と
成
る
と

悉
く
不
人
情
に
成
る
の
で
あ
ら
う
か
、
右
を
向
ひ
て
も
左
を
向
ひ
て
も
頼
母
し

い
顔
を
し
て
居
る
は
一
人
も
無
い
、
あ
』
厭
ゃ
な
事
だ
と
捨
て
援
に
成
ま
し
て
、

O
あ
の
箆
忽
と
小
間
し
ゃ
く
れ
て
世
間
へ
私
の
身
の
あ
ら
を
吹
聴
し
て
歩
い
た

と
い
ふ
小
間
づ
か
ひ
の
早
も
、
口
返
答
ば
か
り
し
て
役
た
』
ず
で
有
っ
た
御
飯

た
き
の
勝
も
、
皆
な
私
の
恩
人
と
い
ふ
て
宜
い
、
今
こ
の
や
う
に
好
い
女
中
ば
か
り

集
ま
っ
て
、
此
方
の
奥
様
位
人
づ
か
ひ
の
宜
い
方
は
無
い
と
嘘
に
も
喜
ん
だ
口
を

聞
か
れ
る
は
、
彼
の
人
達
の
不
奉
公
を
私
の
心
の
反
射
だ
と
倍
っ
た
か
ら
の
事
、

明
治
三
三
年
刊
、
石
川
正
作
編
「
東
洋
女
訓
叢
書
第
一
編

洋
社
)
所
収
の
「
女
中
島
最
終
項
に
、
次
の
文
章
が
あ
る
。

本
朝
女
鑑
」
(
東

そ
れ

一
、
夫
、
人
を
使
は
ん
に
は
、
第
一
慈
愛
深
く
恵
み
憐
み
て
、
恨
み
髄
ま
ぬ

様
に
心
得
た
る
が
よ
し
、
我
身
も
下
人
を
使
は
ね
ば
主
用
達
せ
ず
。
下
々
も

又
、
主
人
を
固
ま
ね
ば
、
衣
食
の
寄
所
な
し
。
宿
善
の
果
報
に
よ
り
て
、
主

人
と
な
り
従
類
と
な
る
と
い
へ
ど
も
、
元
、
天
地
一
休
の
身
な
れ
ば
、
我
に

仕
ふ
る
も
彼
等
を
使
ふ
も
、
現
世
ば
か
り
の
機
縁
に
は
あ
ら
じ
と
、
深
く
思

ひ
と
り
て
、

一
衣
の
衣
類
を
も
施
し
、

一
食
を
も
頒
ち
与
へ
、
真
実
に
慈
悲

を
な
さ
ば
、

い
か
で
か
其
恩
を
疎
に
思
は
ん
や
。
仮
令
、
我
夫
の
心
に
合
ぬ

下
人
な
り
と
て
、
能
く
ノ
¥
い
ひ
教
へ
、
烈
か
ら
ず
、
和
融
に
誠
む
べ
し
。

又
夫
の
前
に
で
も
、
昔
#
同
様
に
云
ひ
な
し
て
、
下
人
の
答
を
挙
ぐ
べ
か
ら
ず
。

普
も
悪
も
婦
人
の
作
に
な
る
な
れ
ば
、
万
事
恵
み
憐
む
心
あ
ら
ん
に
は
、
其

家
和
睦
し
て
、
婦
人
の
徳
、
弥
顕
る
ベ
し
。
陶
淵
明
の
い
へ
る
、
彼
も
人
の

子
な
り
。
愛
み
憐
み
て
つ
か
ふ
べ
し
と
。
永
く
此
心
忘
る
べ
か
ら
ず
。

の
教 『
司11 こ
をの
そ子
の」
ホの
孟 妻
宝の

民使
し用
た人
も達
の に
だ対
とす
明る
豆態
な 度
くの
午、 ラミ.

t，t 化
い は

ま
る
で

女
中
庸

だ
が
、
こ
こ
で
、
明
治
二
七
年
二
一
月
三

O
日
付
発
行
「
文
学
界
」
第
二
十
四

号
に
発
表
さ
れ
た
「
大
つ
ご
も
り
』
を
想
起
し
て
み
る
の
も
、
無
駄
で
は
あ
る
ま

-9-

ぃ
。
『
大
つ
も
ご
り
」

の
お
峯
の
働
く
山
村
家
は
、
「
世
間
に
下
女
っ
か
ふ
人
も
多

け
れ
ど
、
山
村
ほ
ど
下
女
の
替
る
家
は
有
る
ま
じ
、
月
に
二
人
は
平
常
の
事
、
三

日
四
日
に
帰
り
し
も
あ
れ
ば
一
夜
居
て
逃
出
し
も
あ
ら
ん
、
開
聞
以
来
を
尋
ね
た

のら
子ば
」折

に る
通指
じに

至彼
誌の
定内
が儀
な さ
さ ま
れが
て袖
い口
る お
か も
ら は
ず る
ω 』

'"、、
-0 Lー

上

と
あ
'っ

て

女
中
達
が
山
村
家
を
逃
げ
出
す
の
は
、
「
御
新
造
」
の
女
中
扱
い
の
悪
さ
故
で

あ
る
が
、
こ
の
「
御
新
造
」
は
、
お
峯
へ
の
同
情
を
増
幅
す
る
道
具
の
役
目
を
果

た
す
単
純
な
悪
玉
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
が
、
『
大
つ
ご
も
り
」
の
意

町
台
離
れ
て
考
え
る
と
、
「
思
ひ
の
ま
』
に
遊
び
て
母
が
泣
き
を
と
父
親
の
事
は

忘
れ
て
、
十
五
の
春
よ
り
不
料
簡
を
は
じ
め
」
{
下
}
た
「
母
の
違
ふ
」
(
下
}
「
総

領
息
子
」
{
下
}
を
抱
え
て
い
る
彼
女
に
、
同
情
の
余
地
が
皆
無
な
訳
で
も
あ
る

ま
い
。
つ
ま
り
、
女
中
遣
い
の
荒
い
奥
様
は
通
り
一
遍
に
し
か
描
か
な
か
っ
た
『
大



つ
ご
も
り
」
に
対
し
、
?
」
の
子
』

は
、
そ
の
心
の
内
部
に
踏
み
込
ん
だ
作
品
だ

と
い
う
見
方
も
、
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
こ
の
子
』
は
、
確
か
に
教
訓
た
る
べ
き
要
素
を
内
包
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ

を
教
訓
に
し
て
し
ま
う
か
否
か
は
、
寧
ろ
読
み
手
の
受
け
取
り
方
の
問
題
で
あ
ろ

ぅ
。
少
な
く
と
も
、
「
こ
の
子
』
は
、
教
訓
を
ふ
り
か
ざ
し
て
は
い
な
い
。
『
女
中

庸
』
を
連
想
さ
せ
る
女
中
に
対
す
る
態
度
の
点
に
於
い
て
も
、
そ
う
で
あ
る
。
ま

し
て
、
心
の
事
実
と
し
て
、
自
然
に
育
ま
れ
て
行
っ
た
「
こ
の
子
」
へ
の
母
性
愛
、

そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
自
然
に
夫
婦
の
不
和
が
解
消
し
た
と
こ
ろ
に
、
教

訓
の
影
は
薄
い
。

『
軒
も
る
月
」
に
は
、
前
掲
の
部
分
の
他
に
も
、
次
の
如
き
、
道
徳
臭
の
漂
う

部
分
が
見
え
る
。

O
恐
ろ
し
ゃ
此
大
恩
の
良
人
に
然
る
心
を
持
ち
て
仮
に
も
其
色
の
顕
は
れ
も

せ
ば
。

O
夢
さ
ら
二
タ
心
は
持
た
ぬ
ま
で
も
我
が
良
人
を
不
足
に
思
ひ
て
済
む
べ
き

ゃ
、
は
か
な
し
、
は
か
な
し
、
桜
町
の
名
を
忘
れ
ぬ
限
り
我
れ
は
二
タ
心
の

不
貞
の
女
子
な
り
。

に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
平
安
朝
的
な
舞
台
設
定
に
目
を
奪
わ
れ
て
か
、
「
貞
操
の

問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
」
(
関
良
一
、
前
出
論
文
)
「
あ
ば
ら
匿
に
さ
す
月
の
光
の

イ
ミ

l
ジ
も
(
中
略
)
女
の
内
面
の
清
濁
を
照
ら
す
神
仏
の
視
線
を
感
じ
さ
せ
る
。
」

(
山
固
有
策
、
前
出
小
事
典
)
と
は
評
さ
れ
て
も
、
そ
の
道
徳
性
に
は
余
り
言
及

さ
れ
て
い
な
い
。
前
述
の
通
り
、
『
十
三
夜
』

の
お
関
に
し
て
も
、
子
へ
の
愛
に

目
覚
め
た
と
言
う
よ
り
、
「
一
つ
は
親
の
為
、
弟
の
為
」
に
己
を
殺
す
決
意
を
し

た
女
だ
っ
た
で
は
な
い
か
。

そ
れ
ら
に
比
し
、
「
こ
の
子
」

の
妻
の
心
に
は
、
そ
の
良
人
と
の
不
和
が
解
消

し
て
行
く
過
程
に
、
道
徳
性
は
稀
薄
で
あ
る
。

し
か
も
、

一
葉
は
、
誤
読
を
防
ぐ

た
め
、
語
り
手
の
妻
に
わ
ざ
わ
ざ
次
の
よ
う
に
言
わ
せ
て
い
る
の
だ
。

O
学
校
で
読
み
ま
し
た
書
物
、
教
師
か
ら
言
ひ
聞
か
し
て
呉
れ
ま
し
た
種
々

の
事
は
、
夫
れ
は
た
し
か
に
私
の
身
の
為
に
も
成
り
、
事
あ
る
毎
に
思
ひ
出

し
て
は
彼
あ
で
有
っ
た
、
斯
う
で
有
た
と
一
々
顧
ら
れ
ま
す
る
け
れ
ど
、
此

子
の
笑
顔
の
や
う
に
直
接
に
、
眼
前
、
か
け
出
す
足
を
止
め
た
り
、
狂
ふ
心

を
静
め
た
は
有
り
ま
せ
ぬ
。

O
大
学
者
さ
ま
が
頭
の
上
か
ら
大
声
で
異
見
を
し
て
下
さ
る
の
と
は
違
ふ

て
、
心
か
ら
底
か
ら
沸
き
出
す
ほ
ど
の
涙
が
こ
ぼ
れ
て
、

「
こ
の
子
」
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の
妻
の
心
の
変
化
は
、
飽
く
ま
で
も
、
人
間
の
自
然
な
心
の
事
実

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
そ
れ
が
「
通
俗
的
」
と
評
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
致
し
方
な
い
。

〔注〕

(
叩
)
所
収
書
の
「
解
題
」
に
、
「
明
治
四
年
再
刻
」
「
洛
陽
の
隠
土
植
村
玉
枝
子
、
彼

貝
原
氏
の
女
大
学
に
擬
ひ
、
女
中
庸
を
編
述
し
て
、
幼
女
心
操
の
誠
と
す
。
」
「
久

し
く
世
に
行
は
れ
し
事
は
彼
の
、
序
に
言
ふ
所
の
如
し
。
」
な
ど
と
あ
る
。

(
日
)
拙
論
「
『
大
つ
ご
も
り
』
覚
え
書
き
」

l
「
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要

ω
(国

語
・
国
文
学
)
」
参
照
。

~ 
~、

周
知
の
如
く
、

一
葉
自
身
に
〈
こ
の
子
〉
は
い
な
か
っ
た
。
が
、
幼
児
や
嬰
児



の
愛
ら
し
さ
を
誌
し
た
記
事
が
、
次
の
よ
う
に
、
日
記
に
見
え
る
。

鶴
田
ぬ
し
が
は
ら
に
ま
う
け
し
千
代
と
呼
べ
る
が
こ
と
し
ハ
五
つ
に
成
し

が
い
と
よ
く
我
れ
に
馴
れ
て
は
な
れ
難
き
風
情
ま
こ
と
の
母
と
や
思
ひ
違
へ

た
る
哀
れ
深
し
ち
よ
様
ハ
我
れ
を
わ
す
れ
給
ひ
し
か
と
い
ふ
に
房
々
と
せ
し

冠
切
り
の
つ
む
り
を
ふ
り
て
否
や
わ
す
れ
ず
と
い
ふ
二
階
の
は
し
ご
の
昇
り

に
く
き
を
我
が
手
に
す
が
り
て
伴
ひ
ゆ
く
も
可
愛
く
茶
菓
な
ど
は
こ
ぶ
を
あ

ぶ
な
し
と
い
へ
ど
も
誰
も
手
な
ふ
九

Fu--客
様
に
ハ
我
れ
が
も
て
ゆ
く
の
な

り
と
て
こ
ま
ル
¥
と
は
た
ら
く
か
』
る
ほ
ど
に
戸
田
ぬ
し
が
子
も
目
さ
む
れ

パ
お
か
う
殿
い
だ
き
来
て
ミ
す
ま
だ
生
れ
て
十
月
斗
の
ほ
ど
な
ら
ん
い
と
よ

く
こ
え
て
た
ゾ
人
形
を
ミ
る
や
う
に
く
り
ノ
¥
と
せ
し
さ
ま
愛
ら
し
目
も
は

な
も
い

ι似
芯
く
て
泣
く
事
ま
れ
な
る
子
と
い
ふ
が
う
れ
し
け
れ
パ
抱
き
取

り
て
ふ
り
つ
ゾ
ミ
見
せ
犬
は
り
子
ま
は
し
な
ど
す
る
に
い
っ
と
な
く
な
れ
て

我
が
膝
に
の
み
は
ひ
よ
る
(
水
の
上
、
明
犯
・

6
・
3
)

先
学
諸
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
葉
は
、
千
代
子
を

半
井
桃
水
と
鶴
田
た
み
子
の
間
の
子
供
だ
と
誤
解
し
て
い
た
。
千
代
子
に
慕
わ
れ

る
彼
女
の
感
慨
に
は
、
従
っ
て
、

一
入
の
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
。
実
際
の
父
母
で

あ
る
桃
水
の
弟
浩
と
た
み
子
と
は
、
当
時
福
井
で
同
棲
し
て
居
り
、
桃
水
は
千
代

子
を
預
か
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。

一
葉
が
千
代
子
に
出
会
っ
た
記
事
は
、
こ
の

日
の
日
記
に
し
か
見
え
な
い
が
、
「
一
葉
は
、
千
代
子
に
、
忘
れ
た
か
と
聞
い
て

い
る
か
ら
、
こ
』
で
千
代
子
が
突
然
で
て
く
る
が
、
逢
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
」

と
い
う
故
和
田
氏
の
『
樋
口
一
葉
伝
」
(
昭
缶
、
新
潮
文
庫
)
の
記
述
は
、
正
し

い
で
あ
ろ
う
。
「
お
か
う
」
(
幸
)
は
、
桃
水
の
妹
で
、
明
治
二
四
年
一

O
月
、
久

留
米
市
の
医
師
戸
田
成
年
と
結
婚
し
、
二
七
年
九
月
、
「
戸
田
ぬ
し
が
子
」
の
ソ

ノ
子
が
産
ま
れ
た
。
明
治
二
七
年
一
一
月
二
一
一
日
の
一
葉
日
記
(
水
の
上
)
に
「
今

朝
の
朝
日
新
聞
に
福
岡
病
院
の
戸
田
医
学
士
病
死
の
電
報
を
か
』
ぐ
」
と
誌
さ
れ

て
い
る
が
、
幸
は
、
良
人
の
死
後
、
後
に
兄
桃
水
の
養
女
と
な
る
ソ
ノ
子
を
連
れ

て
、
再
婚
す
る
ま
で
兄
の
許
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。

の
山
口
昇
は
、
故
関
氏
が
「
一
葉
小
説
制
作
考
」
(
前
出

書
所
収
)
に
「
作
中
の
山
口
の
モ
デ
ル
は
、
和
田
氏
の
「
樋
口
一
葉
」
に
あ
る
ご

一
般
に
、
「
こ
の
子
』

と
く
、
渋
谷
三
郎
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
如
く
に
受
け
取
ら
れ
て
い

る
。
渋
谷
三
郎
と
『
こ
の
子
』
と
の
関
連
は
、
既
に
述
べ
た
。
が
、
前
述
の
通
り
、

未
定
稿
断
片
に
は
「
損
村
医
師
」

(
W
2
)
「
槙
村
医
学
士
」

(
W
3
)
と
い
う
設

定
が
あ
り
、
或
る
い
は
、
そ
の
家
庭
を
考
え
る
際
に
、
幸
の
家
庭
も
一
葉
の
念
頭

を
掠
め
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
言
っ
て
も
、
無
論
、
戸
田
夫
婦
が
不
和
だ
っ
た
と
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い
う
意
味
で
は
な
い
。

こ
の
日
の
一
葉
と
千
代
子
と
の
出
会
い
は
、
男
女
の
違
い
は
あ
れ
、
『
に
ご
り

え
』
の
お
力
が
、
結
城
朝
之
助
に
「
あ
の
水
菓
子
屋
で
桃
を
買
ふ
子
が
ご
ざ
ん
し

ょ
、
可
愛
ら
し
き
四
つ
計
の
、
彼
子
が
先
刻
の
人
の
で
ご
ざ
ん
す
」
{
三
}
と
教

ぇ
、
後
に
「
新
聞
の
日
の
出
や
が
か
す
て
い
ら
、
」
{
七
}
を
買
い
与
え
る
、
源
七

・
お
初
の
子
「
太
吉
郎
」
{
七
}
の
造
型
に
も
関
わ
っ
て
い
&
可
ま
た
、
こ
の

の
「
う
つ
く
し
き
も
の
」
{
が
連
想
さ
せ
も
し
よ
う
。

日
の
記
事
は
、
『
枕
草
子
』

「
房
々
と
せ
し
冠
切
り
の
つ
む
り
を
ふ
り
て
」
と
あ
る
千
代
子
の
様
子
は
、
「
あ

ま
に
そ
ぎ
た
る
児
の
目
に
髪
の
お
ほ
ひ
た
る
を
。
か
き
は
や
ら
で
。
う
ち
か
た
ぶ

き
て
物
な
ど
見
る
い
と
う
つ
く
し
。
」
に
通
じ
る
し
、
「
抱
き
取
り
て
ふ
り
つ
ゾ
ミ

見
せ
犬
は
り
子
ま
は
し
な
ど
す
る
に
い
つ
と
な
く
な
れ
て
我
が
膝
に
の
み
は
ひ
ょ

る
」
ソ
ノ
子
の
描
写
は
、
「
を
か
し
げ
な
る
ち
ご
の
あ
か
ら
さ
ま
に
い
だ
き
て
う



つ
く
し
む
ほ
ど
に
か
ひ
っ
き
て
ね
入
た
る
も
ら
う
た
し
。
」
と
同
趣
で
あ
る
。
清

少
納
言
は
「
何
も
ノ
¥
ち
ひ
さ
き
物
は
い
と
う
つ
く
し
。
」
と
書
い
た
が
、

一
葉

も
、
「
目
も
は
な
も
な
い
と
少
さ
く
て
」
を
愛
ら
し
い
も
の
と
し
て
い
る
。

一
葉

は
、
清
少
納
言
に
つ
い
て
、
『
さ
を
の
し
づ
く
』
に
「
は
や
う
女
の
さ
か
い
を
は

な
れ
ぬ
る
人
な
れ
ば
つ
ひ
の
世
に
つ
ま
も
侍
ら
ざ
り
き
子
も
侍
ら
ざ
り
き
」
と
誤

っ
て
誌
し
た
。
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
様
の
わ
が
身
が
思
い
合
わ
せ
ら
れ
、
同

じ
文
章
の
中
で
弁
護
し
て
い
る
よ
う
に
、
清
少
納
言
に
好
意
を
懐
い
た
と
も
言
え

る
。
右
に
挙
げ
た
日
記
記
事
の
み
な
ら
ず
、
『
こ
の
子
』
や
『
軒
も
る
月
』
の
背
後

に
も
、
「
う
つ
く
し
き
も
の
」
を
見
る
〈
清
少
納
言
の
目
〉
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

〔注〕

(
ロ
)
後
に
石
川
正
智
氏
と
結
婚
。
現
在
、
祖
父
と
父
の
名
を
持
つ
御
子
息
の
石
川
正

浩
氏
が
、
大
阪
府
和
泉
市
に
御
健
在
で
あ
る
。

(
日
)
拙
論
「
『
に
ご
り
え
」
論
序
説
」
|
「
研
究
紀
要
第
9
集
」
参
照
。

(
M
)
樋
口
家
の
蔵
書
に
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
が
あ
っ
た
。
引
用
は
、
鈴
木
弘
恭
訂
正

増
補
『
増
訂
枕
草
紙
春
曙
抄
中
巻
」
(
明
初
、
背
山
堂
書
一
房
)
に
よ
る
。

(
日
)
梅
沢
和
軒
『
清
少
納
言
と
祭
式
部
』
(
明
M
M

、
実
業
之
日
本
社
)
に
さ
え
、
「
清

少
納
言
は
独
身
者
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
紫
式
部
の
如
く
、
人
妻
と
し
て
の
経
験
が

な
い
。
」
(
傍
点
マ
マ
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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1 

〈
付
記
〉

一
葉
宛
書
簡
の
引
用
は
、
樋
口
悦
編
「
一
葉
に
与
へ
た
手
紙
」
(
昭
問
、
今
日
の
問

題
社
)
所
収
に
よ
る
。

一
葉
の
著
述
物
の
引
用
は
、
す
べ
て
、
塩
田
良
平
・
和
回
芳
恵
・
樋
口
悦
編
「
樋

口
一
葉
全
集
』
(
筑
摩
書
一
房
)
所
収
に
よ
る
。
但
し
、
必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
施
し
た
。

引
用
文
は
、
す
べ
て
、
引
用
す
る
に
際
し
、
新
字
休
の
あ
る
旧
漢
字
は
新
字
体
に

改
め
た
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
、
振
仮
名
は
省
い
た
。
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